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中
国
で
開
催
さ
れ
た
四
年

に
一
度
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典

�
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
�も
種
々
の

問
題
が
起
こ
り
な
が
ら
も
終

了
し
た
。
種
々
の
問
題
は
別

と
し
て
、
競
技
に
出
場
し
た

選
手
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
努

力
と
苦
労
を
重
ね
て
き
た
成

果
を
発
揮
す
る
大
舞
台
で
あ

っ
た
に
違
い
な
い
▼
そ
の
中

で
、
金
・
銀
・
銅
の
メ
ダ
ル
の

数
に
国
民
が
注
目
し
、
選
手

た
ち
は
、
か
な
り
の
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
を
感
じ
な
が
ら
競
技

に
臨
ん
で
い
た
こ
と
で
あ
ろ

う
と
思
う
。ま
た
、宿
敵
を
制

す
る
試
合
で
は
、メ
ダ
ル
の
取

得
の
思
い
を
超
え
た
純
粋
に

勝
負
者
と
し
て
の
勝
つ
思
い

も
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
と

思
う
。
決
し
て
全
て
が
明
か

さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

こ
の
様
な
�
秘
め
ら
れ
た
思

い
�の
中
に
全
選
手
た
ち
に
共

通
の
精
神
が
見
え
て
く
る
▼

マ
ラ
ソ
ン
で
、
辛
く
と
も
走

り
ぬ
こ
う
と
し
た
選
手
、
シ

ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
ス
イ
ミ
ン

グ
で
、
か
つ
て
の
日
本
代
表

の
指
導
者
が
宿
敵
の
指
導
者

と
な
り
、
不
利
な
状
況
下
で

も
勝
利
し
た
選
手
、
体
操

で
、
不
得
手
な
種
目
で
失
敗

し
な
が
ら
も
メ
ダ
ル
を
獲
得

し
た
選
手
、
僅
か
の
例
で
あ

る
が
、
そ
れ
ら
選
手
た
ち
に

は
、
た
く
ま
し
い
�
気
力
�

が
感
じ
ら
れ
た
▼
こ
れ
を
学

問
に
転
じ
れ
ば
ど
う
だ
ろ

う
。
結
果
は
ど
う
で
あ
れ
、

過
去
・
現
在
・
未
来
の
自
分

自
身
を
輝
か
し
く
思
え
る
よ

う
に
な
る
方
法
が
そ
こ
に
垣

間
見
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
下
家

浩
二
）

４
・
５
面

こ
の
作
品
を
見
逃
す
な
�

芸
術
の
秋
に
、
オ
ス
ス
メ
の
書
籍
、
テ
レ
ビ
番
組
、
映
画
、
Ｃ

Ｄ
を
教
員
と
学
生
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
紹
介
す
る
。
秋
の
夜
長
、
機
会

が
あ
れ
ば
、ぜ
ひ
手
に
と
っ
て
鑑
賞
し
て
ほ
し
い
。

８
面

集
合

世
界
レ
ベ
ル
の

関
大
ア
ス
リ
ー
ト

「
関
西
大
学
か
ら
世
界
へ
」。
国
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
世
界
の
大

会
で
活
躍
す
る
関
大
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
を
紹
介
す
る
。

２
面

外
国
語
学
部
を
設
置

平
成
二
十
一
年
四
月
、「
外
国
語
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
」
の

育
成
を
め
ざ
し
、
本
学
十
一
番
目
の
学
部
と
し
て
「
外
国
語
学

部
」
を
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に
開
設
す
る
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
十

二
月
香
川
県
の
生
ま
れ
。
五
十

三
年
関
西
大
学
に
入
学
、
五
十

七
年
法
学
部
を
卒
業
後
、
大
阪

市
立
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科

に
進
み
、
五
十
八
年
司
法
試
験

合
格
。
五
十
九
年
同
研
究
科
を

修
了
と
同
時
に
司
法
研
修
所
に

入
所
。
六
十
一
年
か
ら
弁
護
士

を
開
業
。

弁
護
士
業
に
携
わ
り
な
が

ら
、
関
西
大
学
司
法
試
験
受
験

研
究
会
に
設
立
当
初
か
ら
参
画

し
、
永
年
受
験
生
の
指
導
に
当

た
っ
て
き
た
。
六
十
二
年
か
ら

関
西
大
学
法
律
相
談
所
の
顧
問

も
務
め
、
夏
休
み
を
利
用
し
て

全
国
各
地
を
巡
回
す
る
移
動
法

律
相
談
に
も
参
加
。
ま
た
、
二

〇
〇
四
年
四
月
に
設
置
さ
れ
た

大
学
院
法
務
研
究
科
（
法
科
大

学
院
）
で
は
、
二
〇
〇
六
年
三

月
ま
で
特
別
顧
問
教
授
を
務

め
、
溢
れ
ん
ば
か
り
の
情
熱

で
、
法
曹
を
め
ざ
す
後
進
の
育

成
に
携
わ
っ
た
。

校
友
会
で
は
、
代
議
員
会
議

長
、
副
会
長
を
歴
任
し
、
二
〇

〇
三
年
か
ら
二
〇
〇
六
年
ま
で

の
三
年
間
会
長
を
務
め
た
。

二
〇
〇
四
年
六
月
に
は
、
関

西
大
学
改
革
推
進
協
議
会
を
設

置
し
、
入
学
試
験
制
度
、
教
学

制
度
や
広
報
戦
略
等
、
関
西
大

学
の
更
な
る
飛
躍
を
図
る
た
め

の
具
体
的
方
策
を
改
革
案
に
取

り
ま
と
め
た
。

法
人
で
は
、
八
十
四
年
十
月

か
ら
学
校
法
人
関
西
大
学
評
議

員
に
選
出
さ
れ
、
二
〇
〇
〇
年

か
ら
理
事
、
二
〇
〇
六
年
四
月

か
ら
常
務
理
事
、
二
〇
〇
七
年

四
月
か
ら
専
務
理
事
。
本
年
十

月
一
日
理
事
長
に
就
任
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
常
務
理
事
、
専

務
理
事
と
し
て
、
森
本
靖
一
郎

前
理
事
長
を
補
佐
し
、
政
策
創

造
学
部
お
よ
び
工
学
部
の
再
編

に
よ
る
理
工
系
三
学
部
の
設

置
、
創
立
百
二
十
周
年
記
念
事

業
、
学
校
法
人
福
武
学
園
と
の

合
併
に
よ
る
関
西
大
学
北
陽
高

等
学
校
の
開
設
等
、
教
育
研
究

環
境
の
整
備
充
実
や
関
西
大
学

の
新
た
な
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
・

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
再
構
築
を
企
図

し
た
寄
附
行
為
の
改
正
に
も
取

り
組
ん
だ
。

今
後
は
理
事
長
と
し
て
、
前

期
理
事
会
の
も
と
で
作
成
さ
れ

た
中
長
期
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ

き
、
具
体
的
な
行
動
計
画
を
策

定
、
全
構
成
員
の
総
力
を
結
集

し
、
目
標
達
成
に
向
け
て
、
法

人
経
営
の
舵
取
り
を
担
う
。

百
二
十
年
を
越
え
る
本
学
の

伝
統
を
承
継
し
つ
つ
、
変
化
の

激
し
い
不
透
明
な
時
代
に
即
応

す
べ
く
、
た
ゆ
ま
ぬ
改
革
に
努

め
、
社
会
に
貢
献
す
る
優
れ
た

人
材
を
陸
続
と
輩
出
す
る
大
学

作
り
に
邁
進
す
る
。

�入試センター�
所長 環境都市工学部教授

山本 秀樹
�法学研究所�
所長 法学部教授 佐藤やよひ

�ソシオネットワーク戦略研究機構�
機構長 総合情報学部教授

鵜飼 康東※
�法学部�
学部長 教 授 �田 栄司
副学部長 教 授 大津留智恵子
同 教 授 藤原 稔弘
教学主任 教 授 角田 猛之
同 准教授 石橋章市朗
入試主任 教 授 多治川卓郎
学生主任 准教授 山名 美加
学部学生相談主事

教 授 浦東 久男
�文学部�
学部長 教 授 山本 幾生
副学部長 教 授 吾妻 重二
同 教 授 柏木 治
教学主任 教 授 原田 正俊
同 准教授 森部 豊
入試主任 准教授 村上 泰子
学生主任 准教授 友谷 知己
学部学生相談主事

准教授 菅原 慶乃
�経済学部�
学部長 教 授 竹下 公視
副学部長 教 授 谷田 則幸
同 教 授 浜野 潔
教学主任 准教授 北波 道子
同 准教授 菅田 一
入試主任 教 授 春日 秀文
学生主任 准教授 野坂 博南
学部学生相談主事

教 授 橋本 紀子
�商学部�
学部長 教 授 荒木 孝治
副学部長 教 授 宇惠 勝也（再任）
同 教 授 �屋 定美
教学主任 教 授 乙政 正太

同 准教授 川上 智子
入試主任 准教授 徳常 泰之
学生主任 准教授 馬場 一
学部学生相談主事

教 授 廣瀬 幹好
�社会学部�
学部長 教 授 �瀬 武典
副学部長 教 授 川� 友嗣
同 教 授 松井 修�
教学主任 教 授 関口理久子
同 准教授 古川 誠
入試主任 専任講師 守 如子
学生主任 教 授 森田 雅也
学部学生相談主事

教 授 岩見 和彦
�政策創造学部�
学部長 教 授 奥 和義
副学部長 教 授 岡本 哲和
教学主任 教 授 安武 真隆
同 准教授 河� 信樹
入試主任 教 授 後藤 元伸
学生主任 准教授 三枝憲太郎
学部学生相談主事

専任講師 橋口 勝利
�総合情報学部�
学部長 教 授 木谷 晋市（再任）
副学部長 教 授 林 勲
同 教 授 吉田 宣章（再任）
教学主任 教 授 林 武文
同 教 授 堀 雅洋（再任）
入試主任 准教授 名取 良太
学生主任 教 授 施 學昌
学部学生相談主事

教 授 江澤 義典
�システム理工学部�
学部長 教 授 �田 裕
副学部長 教 授 多川 則男
同 教 授 田實 佳郎
教学主任 教 授 齊藤 正
同 教 授 �田 稔
入試主任 准教授 松島 恭治
学生主任・学部学生相談主事

准教授 齋藤 賢一

�環境都市工学部�
学部長 教 授 楠見 晴重（再任）
副学部長 教 授 小田 廣和（再任）
同 教 授 河井 康人（再任）
教学主任 教 授 岡田 芳樹
同 准教授 桝井 健
入試主任 准教授 鶴田 浩章
学生主任・学部学生相談主事

准教授 安室 喜弘
�化学生命工学部�
学部長 教 授 田村 裕
副学部長 教 授 幸塚 広光（再任）
同 教 授 吉田 宗弘
教学主任 教 授 池田 勝彦（再任）
同 教 授 長谷川喜衛（再任）
入試主任 准教授 青田 浩幸（再任）
学生主任・学部学生相談主事

准教授 坂口 聡
�外国語教育研究機構�
機構長 教 授 宇佐見太市（再任）
副機構長 教 授 竹内 理（再任）
同 教 授 山本 英一（再任）
教学主任 教 授 西川 和男
同 教 授 �田 信介（再任）

�大学院�
法学研究科長 教 授 �田 栄司
文学研究科長 教 授 山本 幾生
経済学研究科長

教 授 竹下 公視
商学研究科長 教 授 荒木 孝治
社会学研究科長

教 授 �瀬 武典
総合情報学研究科長

教 授 木谷 晋市（再任）
工学研究科長 教 授 楠見 晴重
外国語教育学研究科長

教 授 宇佐見太市（再任）
�会計研究科�
大学院研究科長

教 授 柴 健次（再任）
大学院副研究科長・教学主任

准教授 三島 徹也
入試主任 教 授 宗岡 徹
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新
役
職
者
決
ま
る
新
し
く
大
学
の
役
職
者
が
決
ま
っ
た
。（
※
は
７
月
２４
日
付
、そ
れ
以
外
は
１０
月
１
日
付
発
令
）

特
集

特
集
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�
面
…
新
役
職
者
紹
介

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
面
…「
Ｇ
Ｐ
Ａ
制
度
」を
導
入

�
面
…「
関
祭
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
」を
テ
ー
マ
に
学
園
祭
を

開
催

�
面
…
学
生
広
報
ス
タ
ッ
フ
が
活
動
開
始

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

十
月
一
日
開
催
の
臨
時
理

事
会
に
お
い
て
任
期
満
了
に

伴
う
役
員
の
選
任
が
行
わ

れ
、理
事
長
に
上
原
洋
允
氏
、

専
務
理
事
に
池
内
啓
三
氏
、

常
務
理
事
に
小
西
靖
洋
氏
と

増
地
英
一
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
選

任
さ
れ
た
。ま
た
、新
設
の
常

任
理
事
に
は
、
大
嶌
征
次
氏

と
芝
井
敬
司
氏
が
選
任
さ
れ

た
。
任
期
は
平
成
二
十
年
十

月
一
日
か
ら
四
年
間
。

理事長 上原 洋允
学長（理事） 河田 悌一
理事・相談役 森本靖一郎
専務理事 池内 啓三
常務理事 小西 靖洋
同 増地 英一
常任理事 大嶌 征次（理事長付局長・教育後

援会幹事長）
同 芝井 敬司（副学長・文学部教授）

理事 安部 誠治（商学部教授）
同 荒木 孝治（商学部長）
同 石川 昌司（公認会計士）
同 一軸 浩幸（校友会長・弁護士）
同 今西 康人（大学院法務研究科長）
同 越智 光一（化学生命工学部教授）
同 片山 久江（弁護士）
同 河田 惠昭（京都大学教授）
同 北田 伸治（総合企画室長）
同 木谷 晋市（総合情報学部長）
同 楠見 晴重（環境都市工学部長）
同 五藤 勝三（学生サービス事務局長）
同 柴 健次（大学院会計研究科長）
同 角 和夫（阪急阪神ホールディングス㈱・

阪急電鉄㈱代表取締役社長）
同 �瀬 武典（社会学部長）
同 竹下 公視（経済学部長）
同 寺内俊太郎（大阪冶金興業㈱代表取締役）
同 東郷 洋（理事長付局長・校友会事務局

長）
同 豊島 光男（一高・一中校長）
同 南部 靖之（㈱パソナグループ代表取締役グ

ループ代表）
同 西岡 雅史（法人本部長・総務局長）
同 野村 明雄（大阪商工会議所会頭、大阪ガス

㈱代表取締役会長）
同 萩尾 千里（㈱大阪国際会議場取締役社長）
同 �田 裕（システム理工学部長）
同 道前 博（入試事務局長）
同 山縣 平蔵（㈱ヤマガタ代表取締役会長）
同 山本 幾生（文学部長）
同 �田 栄司（法学部長）

監事 石井 國男（公認会計士）
同 小坂裕次郎（大阪府都市開発㈱代表取締役社

長）
同 小寺 一矢（弁護士）
同 竹内 正明（㈱アルミネ代表取締役社長）
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理事長
うえ はら よう いん

上原洋允氏
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新新
理理
事事
長長
にに
上上
原原
洋洋
允允
氏氏

「
優
れ
た
伝
統
を
承
継
し
つ
つ
、

た
ゆ
ま
ぬ
改
革
に
取
り
組
む
」

新理事会が発足
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学
是
に
う
た
わ
れ
て
い
る
「
国
際
的
精
神
の
涵
養
」
と
「
外
国
語
学
習
の
必
要
」
と
い
う
二

つ
の
教
育
理
念
の
よ
り
一
層
の
充
実
・
発
展
を
め
ざ
し
て
、
平
成
二
十
一
年
四
月
に
「
外
国
語

学
部
」
を
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に
設
置
す
る
。
設
置
趣
旨
は
、
教
育
界
・
実
業
界
・
国
際
関
連

機
関
な
ど
多
彩
な
分
野
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
「
外
国
語
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
」
の
育

成
で
あ
る
。

不
登
校
や
い
じ
め
、
児
童
虐

待
、
自
殺
者
の
増
加
な
ど
、
こ

こ
ろ
の
問
題
が
複
雑
化
・
深
刻

化
す
る
現
在
、
高
度
の
専
門
的

知
識
と
技
能
を
備
え
た
臨
床
心

理
士
（
財
団
法
人
日
本
臨
床
心

理
士
資
格
認
定
協
会
）
に
対
す

る
期
待
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な

っ
て
き
て
い
る
。

心
理
臨
床
学
専
攻
（
臨
床
心

理
専
門
職
大
学
院
）
で
は
、
よ

り
高
度
な
専
門
的
知
識
と
技
能

を
習
得
で
き
る
実
務
教
育
を
行

う
べ
く
、
平
成
二
十
一
年
四
月

開
設
に
む
け
て
文
部
科
学
省
に

設
置
認
可
申
請
中
で
あ
る
。

知
識
と
技
能
備
え
る

臨
床
心
理
士
を
育
成

本
専
攻
の
特
徴
は
、
�
一
年

次
で
は
臨
床
心
理
学
に
必
要
な

「
技
能
実
習
」
と
実
践
・
応
用

力
を
養
う
「
臨
床
実
習
」、
二
年

次
で
は
将
来
の
進
路
に
応
じ
た

医
療
・
福
祉
、
教
育
、
産
業
の

各
領
域
の
進
路
に
即
し
た
実
習

を
体
系
的
に
行
う
、
�
高
度
な

専
門
知
識
の
理
解
の
た
め
の
演

習
形
式
の
授
業
、
�
臨
床
心
理

学
を
補
完
す
る
多
彩
な
周
辺
科

目
の
配
置
、
�
合
宿
研
修
や
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
自
己
成
長

を
促
す
た
め
の
「
セ
ル
フ
デ
ィ

ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
演
習
」、
�
多

彩
な
講
師
陣
に
よ
る
少
人
数
制

の
指
導
体
制
、
�
学
部
と
大
学

院
教
育
の
連
携
を
強
化
な
ど
で

あ
る
。
ま
た
、
専
任
教
員
は
全

員
が
臨
床
心
理
士
ま
た
は
精
神

科
医
の
有
資
格
者
で
あ
る
。

本
専
攻
の
修
了
者
に
は
、「
臨

床
心
理
修
士
（
専
門
職
）」
の
学

位
が
授
与
さ
れ
、
専
門
職
大
学

院
修
了
者
を
対
象
と
す
る
臨
床

心
理
士
資
格
認
定
試
験
の
受
験

資
格
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
予

定
で
あ
る
。
ま
た
、
将
来
、
研

究
者
を
め
ざ
す
学
生
に
は
、
心

理
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
課

程
へ
の
進
学
が
可
能
に
な
っ
て

い
る
。

な
お
、
入
学
試
験
に
関
し
て

は
、
認
可
後
の
十
一
月
か
ら
要

項
を
配
布
し
、
十
二
月
お
よ
び

二
月
に
実
施
予
定
で
あ
る
。

（
大
学
院
心
理
学
研
究
科
）

法

学

部

准
教
授

田
中

謙

平
成
十
二
年

神
戸
大
学
大
学

院
法
学
研
究
科

博
士
課
程
後
期

課
程
単
位
修
得
後
退
学
。
長
崎

大
学
准
教
授
を
経
て
本
学
に
着

任
。
専
攻
は
行
政
法
で
、
実
効

性
の
あ
る
環
境
法
制
度
設
計
を

め
ざ
し
て
い
る
。

総
合
情
報
学
部

准
教
授

松
下

光
範

大
阪
大
学
大

学
院
基
礎
工
学

研
究
科
博
士
後

期
課
程
修
了
。

博
士
（
工
学
）。
日
本
電
信
電
話

株
式
会
社
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
科
学
基
礎
研
究
所
主
任
研
究

員
を
経
て
本
学
に
着
任
。
専
門

は
情
報
工
学
。

環
境
都
市
工
学
部

教
授

秋
山

孝
正

京
都
大
学
大

学
院
工
学
研
究

科
交
通
土
木
工

学
専
攻
修
士
課

程
修
了
。
工
学
博
士
。
岐
阜
大

学
教
授
を
経
て
本
学
に
着
任
。

専
門
は
社
会
資
本
計
画
・
都
市

計
画
・
交
通
計
画
。

入
学
定
員
は
百
五
十
人
で
、

学
科
と
し
て
一
括
募
集
を
す

る
。
入
学
後
に
、「
英
語
教
育
専

修
」「
中
国
言
語
文
化
専
修
」「
外

国
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
専

修
」
の
い
ず
れ
か
に
所
属
す
る

こ
と
に
な
る
。

「
英
語
教
育
専
修
」
は
英
語

教
員
の
養
成
を
、「
中
国
言
語
文

化
専
修
」
は
中
国
語
・
英
語
の

教
員
養
成
と
高
度
な
中
国
語
運

用
能
力
を
駆
使
し
て
国
際
社
会

で
活
躍
で
き
る
有
為
な
人
材
の

育
成
を
、
そ
し
て
「
外
国
語
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
専
修
」
は

卓
越
し
た
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
と
国
際
交
渉
能
力

を
活
か
し
て
国
際
社
会
で
幅
広

く
活
躍
し
う
る
人
材
の
養
成
を

目
的
と
し
て
い
る
。

教
育
課
程
の
特
色
は
、
少
人

数
の
ク
ラ
ス
編
成
、
イ
マ
ー
ジ

ョ
ン
教
育
の
実
施
、
国
内
外
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
充
実
、
そ
し
て
二
年
次

必
修
の
ス
タ
デ
ィ
ア
ブ
ロ
ー
ド

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
で
あ
る
。
ス

タ
デ
ィ
ア
ブ
ロ
ー
ド
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
海
外
提
携
大
学
は
現

在
、
ア
メ
リ
カ
の
ユ
タ
大
学
と

カ
ン
ザ
ス
大
学
、
イ
ギ
リ
ス
の

ウ
ォ
ー
リ
ッ
ク
大
学
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
国
立
ブ
ラ
カ
ン
大
学
、

中
国
の
北
京
外
国
語
大
学
を
予

定
し
て
い
る
。
若
人
の
気
概
と

力
で
「
外
国
語
学
」
に
挑
ん
で

欲
し
い
と
願
っ
て
い
る
。

（
学
部
長
予
定
者宇

佐
見
太
市
）

昨
年
九
月
か
ら
の
一
年
余
り

に
及
ぶ
論
議
と
検
討
を
経
て
、

こ
の
十
月
に
新
し
い
教
学
体
制

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
そ
の
要
点

は
、
第
一
に
、
「
大
学
協
議

会
」
の
役
割
を
変
更
し
た
こ

と
、
第
二
に
、「
学
部
長
・
研
究

科
長
会
議
」
が
本
学
の
教
学
に

お
け
る
最
終
的
な
意
思
決
定
機

関
と
な
り
、
学
則
に
も
明
記
さ

れ
た
こ
と
、
第
三
に
、
教
育
、

研
究
、
社
会
貢
献
、
国
際
活
動

を
さ
ら
に
充
実
・
発
展
さ
せ
て

い
く
た
め
に
、
「
教
育
推
進

部
」「
研
究
推
進
部
」「
社
会
連

携
部
」「
国
際
部
」
の
四
つ
の
部

が
設
置
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
う
し
た
教
学
体
制
の
改
編

は
、
法
人
に
お
い
て
実
施
さ
れ

た
寄
附
行
為
の
改
正
を
機
に
、

本
学
が
伝
統
的
に
培
っ
て
き
た

こ
れ
ま
で
の
教
授
会
自
治
を
基

礎
と
し
つ
つ
も
、
あ
わ
せ
て
全

学
的
に
戦
略
的
な
教
学
運
営
を

可
能
と
す
る
体
制
を
構
築
す
る

こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
た
。

こ
こ
で
新
た
に
設
置
さ
れ
た

四
つ
の
部
の
概
要
は
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

教
育
推
進
部
は
、
こ
れ
ま
で

の
全
学
共
通
教
育
推
進
機
構
と

教
学
委
員
会
の
業
務
を
引
き
継

ぎ
、
本
学
の
教
育
活
動
全
体
を

所
管
す
る
組
織
で
、
全
学
共
通

教
育
の
推
進
、
Ｆ
Ｄ
・
教
育
開

発
、
免
許
・
資
格
取
得
支
援
な

ど
を
担
当
す
る
。

研
究
推
進
部
は
、
こ
れ
ま
で

の
研
究
推
進
委
員
会
の
業
務
を

継
承
し
つ
つ
、
本
学
の
研
究
活

動
を
推
進
・
支
援
す
る
た
め
の

取
り
組
み
を
行
う
。

社
会
連
携
部
は
、
社
会
連
携

推
進
本
部
の
事
業
を
承
継
し
つ

つ
、
社
会
連
携
活
動
を
さ
ら
に

発
展
さ
せ
る
た
め
に
設
置
さ
れ

た
組
織
で
、
産
学
官
連
携
、
知

的
財
産
、
地
域
連
携
、
高
大
連

携
業
務
な
ど
を
所
管
す
る
。

国
際
部
は
、
国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
が
発
展
し
た
組
織
で
、
本

学
の
教
学
理
念
の
一
つ
で
あ
る

国
際
化
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い

く
た
め
の
国
際
活
動
を
担
う
。

こ
う
し
た
四
部
の
設
置
に
あ

わ
せ
て
、
国
際
活
動
を
担
当
す

る
副
学
長
が
一
人
新
た
に
増
員

さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
副
学
長
は

四
人
体
制
と
な
る
。
ま
た
、
部

活
動
を
内
実
あ
る
も
の
に
し
て

い
く
た
め
に
、
教
育
推
進
部
と

国
際
部
に
は
そ
れ
ぞ
れ
二
〇
〇

九
年
度
か
ら
順
次
、
四
〜
五
人

の
専
任
教
員
が
配
置
さ
れ
る
。

新
体
制
の
ス
タ
ー
ト
を
機

に
、
本
学
の
さ
ら
な
る
発
展
が

期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
副
学
長

安
部

誠
治
）

関
西
大
学
と
堺
市
は
八
月
七
日
、
堺
市
立

商
業
高
等
学
校
・
第
二
商
業
高
等
学
校
校
地

に
平
成
二
十
二
年
に
設
置
予
定
の
健
康
文
化

学
部
に
関
す
る
基
本
協
定
を
締
結
し
た
。

同
学
部
は
、「
ス
ポ
ー
ツ
」「
身
体
文
化
」

「
健
康
福
祉
」「
健
康
と
ユ
ー
モ
ア
科
学
」
の

領
域
を
柱
に
構
成
し
、
各
領
域
の
観
点
か

ら
、「
健
康
文
化
」
を
捉
え
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。

堺
市
内
で
行
わ
れ
た
協
定
調
印
式
に
は
、

森
本
靖
一
郎
理
事
長
、
河
田
悌
一
学
長
、
木

原
敬
介
堺
市
長
ら
が
出
席
し
た
。
今
後
、
地

域
連
携
協
議
会
を
設
置
し
、
幅
広
い
分
野
に

お
い
て
相
互
に
連
携
を
行
い
、
積
極
的
な
地

域
貢
献
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

（
総
合
企
画
室
）

本
学
が
Ｊ
Ｒ
高
槻
駅
北
東
地

区
（
高
槻
市
古
曽
部
町
）
に
平

成
二
十
二
年
四
月
開
設
を
め
ざ

し
て
い
る
高
槻
新
キ
ャ
ン
パ
ス

の
地
鎮
祭
が
八
月
二
十
九
日
に

行
わ
れ
た
。

当
日
は
、
森
本
靖
一
郎
理
事

長
、
河
田
悌
一
学
長
ら
大
学
関

係
者
の
ほ
か
、
冬
柴
鐵
三
前
国

土
交
通
大
臣
（
校
友
）、
池
坊
保

子
前
文
部
科
学
副
大
臣
、
奥
本

務
高
槻
市
長
や
、
大
阪
府
お
よ

び
高
槻
市
の
議
会
関
係
者
、
近

隣
住
民
、
設
計
・
施
工
関
係
者

な
ど
約
二
百
人
が
出
席
し
た
。

敷
地
面
積
約
一
万
七
千
六
百

平
方
�
、
延
床
面
積
約
五
万
三

千
平
方
�
の
新
キ
ャ
ン
パ
ス
で

は
、
本
学
の
併
設
学
校
で
初
と

な
る
小
学
校
を
含
む
小
中
高
十

二
年
一
貫
教
育
を
実
現
す
る
ほ

か
、
社
会
安
全
学
部
・
研
究
科

（
各
仮
称
）
や
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
を
設
置
す
る
。
ま
た
、
災

害
時
の
防
災
セ
ン
タ
ー
機
能
を

有
す
る
、社
会
貢
献
型
都
市
キ
ャ

ン
パ
ス
と
し
て
の
役
割
を
め
ざ

す
。小

学
校
・
中
学
校
・
高
等
学

校
に
つ
い
て
は
本
年
十
一
月
末

ま
で
に
、
学
部
・
研
究
科
に
つ

い
て
は
来
年
五
月
末
ま
で
に
関

係
機
関
に
設
置
認
可
申
請
を
行

う
予
定
で
あ
る
。

（
総
合
企
画
室
）

関
西
大
学
と
池
田
市
は
、
九

月
十
日
に
包
括
的
な
連
携
を
行

う
協
定
を
締
結
し
た
。
今
回
の

連
携
協
定
は
、同
市
制
定
の
「
池

田
市
地
域
分
権
の
推
進
に
関
す

る
条
例
」
制
度
化
の
過
程
で
、

亀
田
健
二
政
策
創
造
学
部
教
授

が
「
池
田
市
ま
ち
づ
く
り
条
例

策
定
委
員
会
」
会
長
と
し
て
尽

力
し
た
こ
と
、
倉
田
薫
池
田
市

長
が
本
学
客
員
教
授
と
し
て「
地

域
の
活
性
化
」
に
つ
い
て
講
義

を
し
た
こ
と
な
ど
が
契
機
と
な

っ
た
。

今
後
は
学
生
が
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
と
係
わ
っ
て
「
ま
ち
づ

く
り
」
を
考
え
る
と
と
も
に
、

総
合
大
学
と
し
て
の
専
門
的
・

学
術
的
視
点
を
活
か
し
た
連
携

を
行
い
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く

り
と
大
学
の
教
育
研
究
活
動
を

推
進
す
る
。

（
社
会
連
携
セ
ン
タ
ー
事
務
室
）

総
合
研
究
室
棟
が

新
た
に
竣
工

九
月
二
十
四
日
、
築
四
十
八

年
が
経
過
し
老
朽
化
し
た
こ
と

か
ら
解
体
さ
れ
た
第
一
学
舎
一

号
館
跡
地
に
、
新
た
に
総
合
研

究
室
棟
が
竣
工
し
た
。
建
物
は

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
地
上
八

階
、
延
床
面
積
約
四
千
六
百
五

十
三
平
方
�
で
、
一
階
か
ら
三

階
に
は
教
育
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
群
を
推
進
す
る
戦
略
的
ス
ペ

ー
ス
（
十
室
）
が
、
四
階
か
ら

八
階
に
は
個
人
研
究
室
（
八
十

五
室
）
お
よ
び
談
話
室
（
五

室
）
を
備
え
、
全
学
部
・
研
究

科
を
対
象
と
し
た
総
合
的
な
研

究
室
施
設
と
し
て
機
能
す
る
こ

と
と
な
る
。

当
日
は
、
十
一
時
か
ら
現
地

に
お
い
て
竣
工
式
が
行
わ
れ
、

森
本
靖
一
郎
理
事
長
、
河
田
悌

一
学
長
は
じ
め
、
約
百
八
十
人

が
出
席
し
た
。

◆
「
大
学
ト
ッ
プ
マ
ネ
ー
ジ
メ

ン
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
河
田
学

長
が
出
席

標
記
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
七
月
五

日
に
朝
日
新
聞
社
主
催
の
も
と

東
京
で
開
催
さ
れ
た
。
本
年
は

「
大
学
と
人
材
育
成
〜
『
新
し

い
時
代
を
拓
く
』
人
材
の
育
て

方
と
は
〜
」
を
テ
ー
マ
に
田
原

総
一
朗
氏
の
司
会
で
、
早
稲
田

大
学
、
中
央
大
学
、
青
山
学
院

大
学
等
、
八
大
学
の
学
長
・
総

長
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

唯
一
首
都
圏
以
外
の
参
加
校

と
し
て
、
河
田
学
長
は
「
学
の

実
化
」
の
下
で
の
大
阪
の
地
に

根
付
い
た
教
育
の
仕
組
み
を
、

天
神
橋
筋
商
店
街
と
の
連
携
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
エ
ン
パ

ワ
ー
メ
ン
ト
科
目
等
の
事
例
を

示
し
つ
つ
紹
介
し
た
。
本
フ
ォ

ー
ラ
ム
の
内
容
は
、
七
月
二
十

八
日
付
の
朝
日
新
聞
朝
刊
に
ま

と
め
ら
れ
て
い
る
。

◆
「
産
学
連
携
に
よ
る
実
践
型

人
材
育
成
事
業
―
サ
ー
ビ
ス
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
人
材
育
成

―
」
に
採
択

文
部
科
学
省
が
募
集
し
た
平

成
二
十
年
度
標
記
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
、
本
学
か
ら
申
請
し
た
「
プ

ロ
セ
ス
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
育
成
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
」
が
採
択
さ

れ
た
。
本
年
度
は
、
四
十
件
の

申
請
中
、
七
件
が
採
択
さ
れ

た
。本

取
組
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
知

識
、
Ｉ
Ｔ
知
識
、
人
間
系
知
識

等
の
分
野
融
合
的
な
知
識
を
備

え
、
サ
ー
ビ
ス
に
関
し
て
高
い

レ
ベ
ル
の
知
識
と
専
門
性
を
有

し
、
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
生
産

性
の
向
上
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

創
出
に
寄
与
し
う
る
資
質
を
も

っ
た
人
材
を
育
成
す
る
た
め
の

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
を
大

学
に
委
託
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。

●
関
西
大
学
北
陽
中
学
校

地
鎮
祭
を
挙
行

平
成
二
十
二
年
四
月
開
設
を

め
ざ
す
関
西
大
学
北
陽
中
学
校

校
舎（
仮
称
）の
地
鎮
祭
が
七
月

十
四
日
、
北
陽
キ
ャ
ン
パ
ス
で

行
わ
れ
た
。
式
典
に
は
、
森
本

靖
一
郎
理
事
長
、
河
田
悌
一
学

長
、
鈴
木
清
士
関
西
大
学
北
陽

高
校
校
長
を
は
じ
め
、
関
係
者

約
八
十
人
が
出
席
し
た
。
竣
工

は
平
成
二
十
一
年
十
月
下
旬
予

定
。

（
北
陽
事
務
室
）

岡
村

達
雄
（
お
か
む
ら
・
た

つ
お
�
名
誉
教

授
・
元
文
学
部

教
授
）

平
成
二
十
年

七
月
八
日
に
死
去
。
六
十
七

歳
。昭

和
四
十
一
年
早
稲
田
大
学

卒
業
。
四
十
八
年
東
京
教
育
大

学
大
学
院
博
士
課
程
単
位
取
得

後
退
学
。
五
十
八
年
本
学
文
学

部
着
任
。
平
成
八
年
文
学
部

長
。
十
九
年
三
月
定
年
退
職
。

同
年
四
月
名
誉
教
授
。
専
門
は

教
育
行
財
政
学
。

高
槻
新
キ
ャ
ン
パ
ス
地
鎮
祭
を
挙
行

外外
国国
語語
学学
部部
をを
設設
置置

来年４月

海
外
留
学
な
ど

特
色
あ
る
教
育
課
程

（臨床心理専門職大学院）を

来年４月に開設予定

平成２２年に堺キャンパスを設置

堺市と基本協定を締結

大
阪
府
池
田
市
と
連
携
協
定

新
し
い
教
学
体
制
の
ス
タ
ー
ト

訃

報

４
つ
の
部
を
新
た
に
設
置

―
―
―

新
任
教
員
紹
介

―
―
―

（２）平成２０年（２００８年）１０月１０日第 ３５６ 号
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鹿児島県出身。昭和５３年高崎経済大学を卒業、６０
年神戸商科大学大学院を修了後、６１年に本学に着
任。役職は、学生主任、学生相談主事、部長代理な
どを歴任し、今年４月からの半年間の全学自己点検
評価委員会委員長を経て、１０月から学部長・研究科
長に就任。
専門の「社会経済学」は、分かりやすく表現すれ

ば、枝葉末節にこだわらず社会経済システム全体の
姿と動きを「存在の根底」からトータルに捉える学
問。学部長としての仕事は、昨年度導入された専修
制を形あるものにすることと、１０～２０年後の学部と
経済学のあり方を睨んで間違いのない方向性を定め
ることの二つである。愛読書は坂村真民氏の詩集、
思考の原点は道元禅師の『正法眼蔵』である。

政策創造学部は、昨年４月に新しく創設された。
その２代目の学部長として圧倒的な支持を得て就任
したのが、奥教授である。
教授は、昭和３４年大阪市に生まれ、平成１０年に本

学に着任した。教授の専門は、日本の経済発展と外
国貿易・国際通貨制度である。
本学に着任後、学生センター所長、保健体育委員

会委員長など大学の要職を務めた後、本年４月から
政策創造学部の副学部長として学部運営の中心を担
ってきた。それぞれの職において、教授の卓越した
調整力と実行力が、遺憾なく発揮されてきた。温厚
篤実な人柄であり、名前のとおり、Peace（世界平
和）＆Justice（正義の実現）が信条の一つでもあ
る。

環境都市工学部の初代学部長として尽力した楠見
教授は今回の選挙でも圧倒的な支持を得て、再びそ
の重責を担うことになった。また、工学研究科長（平
成２１年度から理工学研究科に再編）も兼任する。
教授の研究領域は岩盤工学、地盤工学、地下水工

学などであり、日本を代表する研究者の一人であ
る。ＮＨＫとの共同研究の成果が特別番組として放
映されるなど、その研究活動は多くマスコミでも取
り上げられ、学会活動においても中心的な役割を果
たしている。
気さくな人柄ではあるが、理工系学部発展のため

の施策を実行に移される手腕については万人が認め
るところである。

柴教授は、商学部在籍時には会計研究科設立に、
会計研究科に移籍してからは研究科長として尽力し
た。最も信頼して科長を任せられる人であり、研究
科の次なるステップへと、慎重さと大胆さが要求さ
れる難しい舵取りを託す人物として、圧倒的な支持
のもとでの再選である。
教授は、内面において繊細さを持ちつつも、すべ

てにおいてパワフルかつ社交的であり、バランス感
覚に優れた人物である。また、研究面・教育面でも
精力的であり、本研究科においては、スタッフをま
とめあげ、『会計教育方法論』『会計専門職のための
基礎講座』などの編著を出版している。博士（商
学）。ディスクロージャー学会会長等多数就任。

鵜飼総合情報学部教授の名は情報通信資本の実証
研究の開拓者として定着している。平成１４年以後、
教授は、私立大学学術研究高度化推進事業の採択を
受けて、多数のプロジェクトを包括する社会科学実
験「ソシオネットワーク戦略研究」に従事して来
た。ふつうの研究者であればこれだけの大きなプロ
ジェクトが認められれば適当なところで満足して守
りに入り込むところであるが、教授の傑出していると
ころは、つねに厳しく成果を追求し、世界的水準に向
ける努力を止めぬ点にある。そのゆえをもってこの
度、共同利用・共同研究拠点のリーダーとして、日本の
社会科学の発展の牽引役を担うこととなった。
関西大学の、そして日本の鵜飼にとどまらず、世

界のＵＫＡＩとしての飛躍が期待される。

ひょうひょう
カメラを片手に飄々と野山を歩く。自然を愛す新

部長は、一方で緻密な論理を展開する理知の人であ
る。理のある思考を煮詰めて、いささかも感情論に
陥らない氏の姿勢は、大改革を進める文学部内でも
圧倒的な信頼を得ている。
しかも、公平で明快な議論を尽くした後に、相手

の気持ちを思い遣る現実対応の柔軟さには、教授の
穏やかで人情あふれる人柄がにじみ出ており、その
バランスのとれた会議運営は、全学機構教養教育部
門委員長の要職を見事にこなしたことで知られる。
専門はハイデガーを中心にしたショーペンハウア

ー、ディルタイなどのドイツ哲学で、単著『実在と
現実』（関西大学出版部）は各学会等で高く評価され
た。「論理を貫く人情の人」がいよいよ登場する。

リーダーに欠かせぬ資質の一つに、「この人のため
なら頑張りたい」とメンバーに思わせる力があげら
れるが、� 瀬教授はそうした資質を持つ人物の一人
である。学部長の役割が従前とは大きく変わるこの
時に、学部を束ね、学部の更なる発展を導く力を持
っていることは間違いない。
温厚、篤実でありながら、言うべき所では的を射

た厳しい発言もする力強さと、研究、教育、学内業
務、何事にも謙虚に、真摯に取り組む姿勢は、教授
に対する信頼の源である。
学部での学生主任、部長代理、教学主任、さらに

は全学共通教育推進機構長など、役職経験は豊富で
ある。その経験を活かし、学部長としてどんな指揮
を執るか、大いに期待されている。

システム理工学部が誕生して２年。完成年度をめ
ざすにあたり、圧倒的な支持を得て選任された。�
田教授は若くして学部執行部の一員となり、３年半
前には土戸工学部長を学部長代理として支え、多く
の困難を乗り越え改組を実現した。そこで示された
卓越した構想力、調整力、そして情熱は、構成員の
結束をより強固なものとし、悲願の改革がなった。
その改革の理念を完成すべく、静かな闘志を持って
の登場である。
専門は電子制御工学で、ニューラルネットワーク

や遺伝的アルゴリズムの研究成果は国際会議で絶大
な評価を得ている。学生の相談にも親身に応え、そ
の温厚で誠実な人柄に信頼も厚い。この多難な時代
を乗り越えていく学部長として期待される。

このたびの学部長選挙において、これまでの２期
４年間の機構長としての仕事ぶりが高く評価され、
圧倒的多数の支持を得て機構長に３選された。
近畿大学に専任教員として１２年間勤務した後、平

成３年本学文学部助教授となり、翌年教授に昇任。
その後、平成６年の総合情報学部創設に尽力し４年
間高槻キャンパスで教鞭をとる。平成１０年に文学部
に戻り、平成１２年創設の外国語教育研究機構へ移
籍。３０代は文芸雑誌の編集に携わり、文学三昧の毎
日を送った。今も永遠の文学青年の風情が漂う。
３期目を迎えた今、全学の外国語教育、大学院の

教育、そして外国語学部への熱い想いは、ますます
募っているようである。

法学研究所長に就任した佐藤法学部教授は、東京
大学大学院法学政治学研究科修士課程、博士課程を
修了後、甲南大学を経て、平成１４年本学に着任し
た。
ヴェングラーの特別連結理論に関する研究で知ら

れるが、「代理母」出生子をめぐる問題など、親族法
関係の渉外問題に関する論稿も多い。国際私法学会
・国際法学会理事。国際法学会では、国際私法分野
を代表して編集委員を何期も務めるなど、学会を担
う研究者との評価はもはや揺るぎない。
本学では教学主任などを務める一方で、学生に対

する厳しくも温かい指導には定評がある。昨年、開
設２０周年を迎えた法学研究所の舵取り役として、ま
さに適任であり、その手腕に大いに期待したい。

これまで部長代理および法学研究科長代理とし
て、学部と研究科の大きなカリキュラム改革を実現
してきた。また、直近まで開設２０周年を迎えた法学
研究所長を務めた。憲法学者である教授の研究テー
マは、「統治担当者に対する責任追及のメカニズ
ム」を定めたものとして日本国憲法を読み直すこと
である。教育熱心な人である。というより、関大生
が心底好きな結果として教育が好き、というのがよ
り正確かもしれない。法学部は、本年度から従来の
２学科制を改め、「法学政治学科」として新たにスタ
ートすることに伴い、大きなカリキュラム改革を行
った。「法化社会を生きる力」の習得という、改革の
理念を具体化する大仕事は、京大アメフト部で鍛え
た教授の双肩にかかる。

神戸商科大学商経学部管理科学科卒業。大阪大学
大学院基礎工学研究科数理系専攻を経て、昭和６３年
に本学に着任。
専門は、数理統計学・データ分析論。この関連

で、大学院在学中から、財団法人日本科学技術連盟等
で社会人を対象とする品質管理教育を行ってきた。
また、デミング賞委員会委員、ＱＣサークル近畿支部
世話人等の品質管理関係の社会的活動を行ってい
る。最近は、Ｒというオープンソースのフリーなデー
タ解析環境の利用普及活動に力を入れている。
何ごとも金で評価する風潮や、閉塞感の強い状況

の中、「三方よし」の精神に基づき、商学部のイノベ
ーティブで品格のある学風を一層押し進めていくこ
とが期待されている。

歴代の学部長と同様に再任されたが、得票数が増
加しての再選は珍しい。専門は行政学であり、地方
自治体の行政システムに関する多数の論文や著書が
ある。多様な行政に精通し、内外の信望は極めて厚
い。総合情報学部のスタジオ設備更新に始まり学部
や大学院のカリキュラム再編など、懸案事業を実現
し、学部運営を円滑化させたことには、その専門性
が応用されているとの風評である。もっとも、教授
自身は「高槻総情村の村長」であり、「中央へ陳情し
たり、地元との調整に奔走した」だけ、と自嘲的で
ある。学問的理想からは遠いのかもしれないが、「総
情村」が更に活気のある「村」になるために、さら
なる取り組みと、その温厚で誠実なリーダーシップ
に期待が寄せられている。

昨年４月に誕生した化学生命工学部の第２代学部
長。工学部学生主任、化学生命工学部副学部長を歴
任。また、新学部開設以来、化学・物質工学科教育
主任を兼任し、旧３学科・教室の構成員からなる新
学科の船出にも手腕を発揮。
多糖類や天然高分子を利用した医用材料をはじめ

とする用途開発が専門。
企業との共同研究を積極的に推進し、「学の実化

賞」を受賞（平成１６年）するとともに、本学工学研
究科とＡＳＥＡＮ諸国の２件の合同国際シンポジウ
ム（昨年本学、本年タイ・チュラロンコン大学にて
開催）において実行委員長を務めるなど、本学理工
系３学部の国際的な研究活動を牽引。バイタリティ
ーのある逸材である。

競争が熾烈化する大学入試の中で、山本秀樹環境
都市工学部教授が副所長から満を持して入試センタ
ー所長に着任することは、舵取りの難しい時に正に
適所に適材をえたといえる。本学工学部出身。専門
は環境再生工学。山積する入試の課題に柔軟な発想
で取り組み、行動力抜群である。教授の説明を聞い
た高校の先生や受験生の絶大なるファンも多い。行
動力溢れ、情熱を持った教授がこれまでの経験を活
かして所長に就任することで、厳しい入試情勢に対
する果敢な戦略の策定が期待される。
２００７年度入試で「強い関西大学」を実現するため
に奔走し、志願者１０万人越えを達成したのも教授の
功績が大きい。教授は多くの人びとの期待に必ず応
えてくれるであろう。

鵜飼 康東 ソシオネットワーク
戦略研究機構長

楠見 晴重 環境都市工学部長

柴 健次 大学院会計研究科長

専修制 軌道に乗せ
学部を方向づける

卓越した実行力
信条は Peace＆Justice

抜群の施策実行力
学会活動でも活躍

パワフルで社交的
抜群のバランス感覚

めざすは世界的水準
傑出した向上心

奥 和義 政策創造学部長

竹下 公視 経済学部長

新新 役役 職職 者者 紹紹 介介

宇佐見太市
外国語教育研究機構長

� 田 裕 システム理工学部長

緻密な論理と
現実的柔軟さ

篤実で信頼厚く
更なる発展に導く

国際舞台でも高評価
改革理念の完成へ

新設の外国語学部
熱い想いで牽引する

国際法学会で活躍
学生の指導にも定評
佐藤やよひ 法学研究所長

山本 幾生 文学部長

� 瀬 武典 社会学部長

山本 秀樹 入試センター所長

木谷 晋市 総合情報学部長

田村 裕 化学生命工学部長

果敢な実行力で
改革の理念を具体化

イノベーティブで
品格ある学風を継承

多様な行政に精通
内外から厚い信望

バイタリティー
あふれる逸材

適材適所の人材
満を持して登場

� 田 栄司 法学部長

荒木 孝治 商学部長
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